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国土交通省関連 九州・沖縄におけるＰＦＩ事業（PFI法）の実施状況

出典：国土交通省データを基に九州地方整備局作成（H31.1現在）

全 国 ２０４件 （分野別内訳）

○ 実施方針策定済みの国土交通省関連事業は２０４件。うち、九州･沖縄は３５件(約２割)
○ 分野別では、九州･沖縄においても、公的賃貸住宅(５割弱)､都市公園(約２割)の比率が高い

九州・沖縄 ３５件 （分野別内訳）
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○ 小倉の都心部に位置する約２０haの総合公園。

○ 公園の更なる賑わいの創出を図るため、平成29年7月に公募。

○ 平成29年11月に事業者が選定され、コメダ珈琲店が平成30年7月18日から営業開始。

勝山公園（北九州市）のPark-PFIの事例（ Park-PFI全国初の事例）

【勝山公園 位置図】

事業対象箇所

選定結果 概要

（有）クリーンズ（コメダ珈琲とフランチャイズ契約）■認定計画提出者

■公募対象公園施設 飲食店（コメダ珈琲） ※建築面積：約200㎡

■特定公園施設
パーゴラ、ウッドデッキ、植栽（イチイガシ2本、ドウダンツツ
ジ500本等）、サークルベンチ、水飲み場、園路広場 等

■事業期間 20年間

250万円の
整備費減

200円／㎡・月
※条例上の使用料

1,000円／㎡・月 ※民間提案の単価

従来制度 Park-PFIによる公共負担軽減

特定公園施設
（整備費）

4800万円の収入増
収益施設
（使用料）

約1,500万円
※市想定設計の場合

20年

想定設計を上回る整備
約250万円以上の整備費減

事業者整備額：約1,550万円
市負担：1,300万円
民負担：約250万円

従 来

新制度

民間資金

民間資金 収益を充当

カフェ等の収益施設
（公募対象公園施設）

広場、園路等の公共部分
（特定公園施設）

公的資金

公的資金

＜Park-PFIの概要＞

九州地方整備局
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国営海の中道海浜公園の概要

3

青少年海の家

デイキャンプ場
博多湾を眺めながら
バーベキューが楽し
める施設。大芝生広場

年間約200万人の利用者

• H30年度の利用者数は240万人。過去3番目。パークエリア
（入園料対象区域）は過去最高の入園者数。

主な公園施設

雄大な玄界灘に面し、
研修・宿泊棟やキャンプ
場などを有する社会教
育施設。

各種スポー
ツ大会な
ど、様々な
レクリエー
ションが楽
しめる自由
な空間。

【利用者数の推移】

マリンワールド海の中道

平成元年に開館した水族
館。
ＰＦＩ事業として、平成28年
４月より20年間の管理運営
事業が開始し、平成29年４
月リニューアルした。

位置図

動物の森
動物と直接ふれあ
える動物園。

サンシャイン
プール
西日本最大規模のレ
ジャープール。

298ha

環境共生の森
地域の方々と協働で
苗木を植えるなど、森
づくりを行うエリア。

九州地方整備局



○ 国営公園初のPFI事業として、平成28年度からマリンワールド海の中道（水族館）、平成30年度からザ・ルイガンズ
（ホテル）の運営開始。

○ 官民連携による公園の魅力向上を一層推進するため、公募設置管理制度（Park-PFI）により、新たに滞在型レクリ
エーション拠点を整備、運営する事業者を公募中。(令和元年8月7日に公募開始。令和2年1月頃事業者決定予定。)

PFI事業、公募設置管理制度（Park-PFI）による公園の魅力向上

Park-PFIの公募条件

公園内で様々なレクリエーション活動を行う者の拠点となる宿泊施設等
の設置、管理を行うとともに、当該事業の収益をもとに、一般公園利用者も
無料で使える屋内遊び場・屋内休憩所を建設、管理する事業

●事業期間：20年（独立採算で実施）
●土地使用料の最低額：139円/㎡・年

PFI事業の概要

●マリンワールド海の中道
・マリンワールド海の中道を改修し、管理運営を行う事業
・事業者負担の投資によりエントランス、ショープール、展示水槽等を大
規模リニューアル（リニューアル等に係る投資額：約30億円）

・リニューアル後の入館者数は、119万人（H29）、95万人（H30）
※リニューアル前：78万人（H27）

●ザ・ルイガンズ
・ホテル、マリーナ等を改修し、管理運営を行う事業
・事業者負担によりエントランス、スパ等の改修を実施し、R元年4月より

リニューアルオープン

九州地方整備局
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（九州地方整備局 建政部関係）

まちづくり・住まいづくり・担い手づくりについて
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まちづくり・住まいづくり・担い手づくりについて

国土形成広域地方計画（策定。～R3.3） 都市計画（同意） 景観計画（策定促進） 立地適正化計画（策定支援）

○多様な予算（交付金等）、制度（事業認可等）にとどまらず、相談会、説明会等
を通じて、目的に応じた、地域の主体的なまちづくりの取り組みをきめ細かく支援

○官民連携（PPP/PFI)や民間まちづくり活動を財政支援等により促進

○遺跡の活用や広域的ﾚｸﾚｰｼｮﾝに対応

○Wi-Fi、多言語対応等インバウンド促進

○水族館等について国内初PFI導入

計画的な
地域づくり コンパクト ＋ ネットワーク

【国営】 吉野ヶ里歴史公園・海の中道海浜公園 地方公共団体・民間 におけるまちづくり・住まいづくり 支援

熊本地震（防災拠点整備・宅地耐震化、災害公営住宅、熊本城復旧）、九州北部豪雨（街路等復旧・災害公営住宅）災害からの
復旧・復興

･まちの顔・都市拠点整備
（市街地再開発・区画整理）
･特色あるまちづくり・都市再生
･歴史まちづくり
･スマートシティ（ＡＩ等活用）

戦略的地域づくり

･街路・連立・交通結節点改善
･交流の場づくり（都市公園）
･健全な水循環（下水道）
･住宅・住環境整備
･空き家対策

課題解決・魅力向上

･宅地耐震化・避難施設
･浸水対策（雨水管渠等）
･密集市街地解消
･耐震改修促進（ﾌﾞﾛｯｸ塀含）

防災・減災・国土強靱化

○九州地方におけるまちづくり・住まいづくり、それを支える担い手づくりの取り組みを推進。
※熊本震災については、「熊本復興まちづくり・住まいづくり支援チームを設置」し、熊本城復旧も含め、復興支援

建設業法等法令遵守、働き方改革・処遇改善（社会保険未加入対策）、担い手の確保（学校キャラバン等） 等担い手づくり
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まちづくり・住まいづくり・担い手づくりネットワーク

関係機関と意見交換を密に一丸となって、持続可能なまちづくり・住まいづくり、担い手づくりに総合的に取組んでま
す。

個別・特定の事業者が対象

総合的・一般的

日
常
的

定
期
的

ＰＰＰ九州・沖縄ブロック
プラットフォーム【トップ】

九州・沖縄ブロック
まちづくり・住まいづくり
意見交換会【トップ】

地域の現状や問題意識を今後の施策作に反映するための
首町と本省・整備局幹部との意見交換会

九州・沖縄ブロック
下水道意見交換会

【トップ】

下水道事業の現状や施策実現に向
けた、首長と本省・整備局幹部と
の意見交換。

まちづくり・住まいづくり
相談会

課題・対応方針等について、事例・情報
を交えた担当官による相談・意見交換

官民連携セミナー

官民連携に向けた、民間事業者・まちづく
り団体・自治体職員を対象としたセミナー

官民連携事業の案件形成に向けた、首長会
議、セミナー、民間事業者との対話の場

景観行政セミナー
景観行政団体への移行等を目標に、
景観の基礎や景観法の概要についてのセミナー

市区町村長訪問【トップ】

首長と整備局幹部との意見交換

歴史まちづくり推進会議

歴史まちづくりの推進に向けた
現地における推進会議。

まちづくり
四者連絡会

九州地方整備局、九州経済産業局、中

小機構、ＵＲ都市機構によるまちづく

り支援方策に係る意見交換

建設工事従事者の安全・健康の確保に向けた会議

九州ブロック建設工事従事者
安全健康確保推進会議

建設業 社会保険推進・処遇改善
九州地方連絡協議会 等

社会保険加入促進や適切な賃金水準の確保など

担い手の処遇改善に向けた会議

官民連携・民間まちづくり

景観等地域資源活用

建設業等担い手育成

出前
講座

各 種
勉強会

担当者による

制度・支援

についての

説明・相談

九州・沖縄 建設業
地域・定例懇談会【トップ】

九州・沖縄 建設産業専門団体
意見交換会【トップ】

建設業界幹部と本省・整備局幹部との意見交換

建設専門工事業幹部と整備局幹部との意見交換

相談窓口

ホットライン・

法律セミナー

（九州地方整備局 建政部関係） 主な関係者間における意見交換 イメージ
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具体的な取組・支援 １．国営公園
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具体的な取組・支援 ２－１．大規模災害からの復旧・復興
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具体的な取組・支援 ２－２．大規模災害からの復旧・復興
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具体的な取組・支援 ３－１．まちづくりへの支援
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具体的な取組・支援 ３－２．まちづくりへの支援
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具体的な取組・支援 ４．住まいづくりへの支援



具体的な取組・支援 ５．民間との連携まちづくり

14


	　九州における官民連携の取組状況について
	国土交通省関連　九州・沖縄におけるＰＦＩ事業（PFI法）の実施状況
	勝山公園（北九州市）のPark-PFIの事例（ Park-PFI全国初の事例）
	国営海の中道海浜公園の概要
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15

